










科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

インターンシップ I・II（Internship I・II）
就職前に必ず受けておかなければならない「就業体験」
浜田　正幸
2 年生以上 春・秋学期

■講義目的
実際に社会で働く会社の人たちとの職業体験を通じて、「働く」ということを理解する。
アルバイトとは全く異なる、「会社で働く」ということを実体験する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
① 社会人としての基本的な行動ができるようになる（マナー、報連相） ② 朝から夜まで、一つの仕事に集中して取り組
むことができ、毎日それが続けられる ③ 社会人として認められる、最低限の仕事のレベルに到達する

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP5 高い志

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
社会人として世の中に貢献する志を持つ。

■授業形態
その他（インターン先の会社において、与えられた課題の遂行）

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習ならびにインターンシップ実習の終了時に、ノートやメモを復習し、追記する。またそれを次の実習前に読み返
して行動の修正を考える。（それぞれ 1.5 時間ずつ）

■授業の概要
【要注意】 秋学期の履修登録であるが、春学期に事前学習を実施する。
4/10（火）1 限 001 教室 説明会
事前学習　① 5/8（火） ② 5/15（火） ③ 5/22（火） ④ 5/29（火） ⑤ 6/5（火） ⑥ 6/12（火） ⑦ 6/19（火） ⑧ 6/26（火） 
全て 1 限。教室は別途連絡する。
夏季休暇中に 5 日間以上の実習。
9/26（水）1 限 インターンシップ報告会。    
以上の授業・実習・報告会に全て出席することが求められる。

（日程は変更する可能性がある。メール等チェックすること）

■フィードバックの要領
インターンシップ先からの実習評価を、希望者に個別にフィードバックする。

■評価基準
評価 N（認定） ：事前授業、実習、報告会すべてに無遅刻無欠席であること。
評価 F（認定せず） ：要件を満たしていない場合。

■評価方法
事前学習ならびに報告会への出席 50%、実習 50%

■留意点
【要注意】 秋学期の履修登録であるが、春学期に事前学習を実施する。①インターンシップ科目が初めての学生はこの「I」
を、「I」を履修済みの学生は「II」を履修する。「I」と「II」を同時に履修することはできない。②大学から、またインター
ンシップ先からの連絡等は大学 gmail を使うので、必ずチェックすること。③ 2 年次から積極的に参加することを勧める。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

キャリア・デザイン II（Career Design II）
就職筆記試験対策を中心とした能力開発
就職委員会
2 年生以上 秋学期

■講義目的
これは、直接的には企業による新入社員選考の際の筆記試験を確実にパスするための能力開発を行うが、決して言語、非
言語のリメディアルエデュケーションではなく、より前向きに、産業社会で有用な人材となるために必要なスキルを磨く
ことを目的としている。　これまで学んできたことを再チェックし、課題を見つけた場合しっかりと対応した上でまずは
就職活動に立ち向かい、さらには、職業の最前線の現場で活躍できるようになれることが大切である。　

■講義分類
ビジネス環境理解、ビジネス創造、社会人力育成　

■到達目標
学生がより望ましい就業観を持ち、また就職就業に必要十分な知識とスキルを身に着けることが、本講座の目標である。　

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
社会人として重要な数理的な基礎学力を養い、就職試験においてもその成果を発揮する。

■授業形態
講義

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
予習：教科書にしたがって例題を見ておく。とける場合は解く。（１．５時間） 復習：問題をもう一度解きなおし、要点を
整理しておく。（１．５時間）

■授業の概要
秋学期に開講される「筆記試験対策講座」への参加により、単位を認定することとする。　

■フィードバックの要領
最後の模擬試験において、学習成果を確認することにより、フィードバックを行う。

■評価基準
評価 N（認定） ：所定の回数の出席と、受講態度および模擬試験の結果によって単位を認定する。　
評価 F（認定せず） ：出席回数が不足の場合と、受講態度がよくない場合などは、単位を認定しない。

■評価方法
少なくとも 10 回の参加を必要とする。ただし、受講態度に問題があるとみなされた場合、また著しく模擬試験の成績が
悪い場合も、単位を認定されないことがある。　

■留意点
特になし
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

キャリア・デザイン III（Career Design III）
業界を知る・企業を知る
初見　康行
3 年生以上 春学期

■講義目的
本講義の目的は，「業界とは何か」，「会社とは何か」ということを理解し，将来のキャリア・デザインに役立てていくこ
とです。本講義では，はじめに，株式会社の成り立ちや，社会における会社の役割などを復習していきます。次に，会社
が所属する「業界」について理解を深めていきます。本講義では，特に，製造業，流通業，サービス業，金融・保険業，
IT・情報産業などを例にし，各業界のビジネスモデルや，主だった企業の戦略について学んでいきます。本講義を通して，
業界・企業を分析するためのフレームワークを学び，将来のキャリア・デザインに活かしていくことが，最終的な目的です。

■講義分類
社会人力育成，ビジネス環境理解

■到達目標
（１）会社の成り立ち，社会における役割を理解すること，（２）主だった業界のビジネスモデルを理解すること，（３）業界・
企業分析のフレームワークを習得し，自分自身で分析できること，（４）分析結果を通して，志望動機の作成や，将来のキャ
リア・デザインに活かしていくこと

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4　表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
業界・企業分析のフレームワークを学び，志望業界・企業の分析を行うことができる。

■授業形態
講義，グループディスカッション，グループワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
予習：指定図書の熟読，事前課題の実施（１．５時間）復習：講義内容の振り返り，ホームワーク（分析レポート）の提
出

■授業の概要
２０１８年度春学期（月曜日１限目）に行われる講義に出席し，所定の基準を満たすことで，単位認定とする。

■フィードバックの要領
提出された分析レポートや志望動機に対し評価とコメントによるフィードバックを行う。

■評価基準
評価 N（認定） ：①全講義への出席②志望業界・企業を分析でき③分析結果をｷｬﾘｱ ･ ﾃﾞｻﾞｲﾝに活用できる。
評価 F（認定せず） ：上記３つの条件を満たさなかった場合は，F 評価とする。

■評価方法
①講義への出席（５０％）
②フレームワークを活用した分析レポートの提出（３０％）
③志望動機の作成，キャリア・デザインへの活用（２０％）
※それぞれの詳細については，講義内で説明を行う

■留意点
本講義は，主に３年生を対象とした講義です。就職活動を控えた学生に対し，業界・企業分析の方法や，その結果を志望
動機につなげていくための技法を学んでいきます。将来のキャリア・デザインに向けて，学生みなさんの真摯な学修態度
と意欲が望まれます。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

キャリア・デザイン IV（Career Design IV）
就職活動準備の実践
就職委員会
3 年生以上 秋学期

■講義目的
本学の理念の一つは、「すべての道はキャリアに通ず」である。就職し、就業し、職業を通して成長し、職業を通じて社
会の問題解決に貢献する人材を育成する事であり、就職活動は、その中核にある。多摩大学の教育をこの理念に近づける
ために本講義を設置する。すなわち、就職、就業に向けて、「①自己を知る」、「②産業社会を知る」、「③企業を知る」、「④
何をすべきかを知り、実践する」ことがよりよく実践されるために必要な講義を行う。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解　

■到達目標
（1）就職活動に関する基本的な知識、方法を習得する。　（2）自己分析を行い、自分を理解する。　（3）自分と関心の
ある仕事、企業を結びつけ、社会に貢献する方法を身につける。　（4）効果的な自己アピールができるようになる。　（5）
関心のある企業と結びつけて志をつくる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP5 高い志

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
自己分析、業界分析、自己 PR、模擬面談などの演習を通じ、高い志をたてる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向　

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
履歴書等に収れんされていくべき「自己理解」「開発が必要なスキルへの認識」や、企業や産業に対する認識や見方を育
成するための予習、復習を必要とする。必要な時間は、予習 1.5 時間、復習 1.5 時間。

■授業の概要
就職活動に関するプロフェッショナルのファシリテーションにより、「就勝つ」に必要な全ての要素を学ぶ。

■フィードバックの要領
ワークに対するコメントを講義中に個別に行う。

■評価基準
評価 N（認定） ：15 回の所定の講座に出席することにより単位を認定する。（詳細は第 1 講で伝える）
評価 F（認定せず） ：上の条件を満たさなかったとみなした場合は、F 評価とする。

■評価方法
出席 100%

■留意点
授業全体のマイナスになると担当者が判断する場合には、他の学生の利益を確保するために、退出を命じることもあるの
で、くれぐれも留意されたい。　全講義に出席し、自己 PR、履歴書作成、修正など、予習・復習を徹底することが強く
望まれる。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

キャリア・デザイン III（Career Design III）
業界を知る・企業を知る
初見　康行
3 年生以上 春学期

■講義目的
本講義の目的は，「業界とは何か」，「会社とは何か」ということを理解し，将来のキャリア・デザインに役立てていくこ
とです。本講義では，はじめに，株式会社の成り立ちや，社会における会社の役割などを復習していきます。次に，会社
が所属する「業界」について理解を深めていきます。本講義では，特に，製造業，流通業，サービス業，金融・保険業，
IT・情報産業などを例にし，各業界のビジネスモデルや，主だった企業の戦略について学んでいきます。本講義を通して，
業界・企業を分析するためのフレームワークを学び，将来のキャリア・デザインに活かしていくことが，最終的な目的です。

■講義分類
社会人力育成，ビジネス環境理解

■到達目標
（１）会社の成り立ち，社会における役割を理解すること，（２）主だった業界のビジネスモデルを理解すること，（３）業界・
企業分析のフレームワークを習得し，自分自身で分析できること，（４）分析結果を通して，志望動機の作成や，将来のキャ
リア・デザインに活かしていくこと

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4　表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
業界・企業分析のフレームワークを学び，志望業界・企業の分析を行うことができる。

■授業形態
講義，グループディスカッション，グループワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
予習：指定図書の熟読，事前課題の実施（１．５時間）復習：講義内容の振り返り，ホームワーク（分析レポート）の提
出

■授業の概要
２０１８年度春学期（月曜日１限目）に行われる講義に出席し，所定の基準を満たすことで，単位認定とする。

■フィードバックの要領
提出された分析レポートや志望動機に対し評価とコメントによるフィードバックを行う。

■評価基準
評価 N（認定） ：①全講義への出席②志望業界・企業を分析でき③分析結果をｷｬﾘｱ ･ ﾃﾞｻﾞｲﾝに活用できる。
評価 F（認定せず） ：上記３つの条件を満たさなかった場合は，F 評価とする。

■評価方法
①講義への出席（５０％）
②フレームワークを活用した分析レポートの提出（３０％）
③志望動機の作成，キャリア・デザインへの活用（２０％）
※それぞれの詳細については，講義内で説明を行う

■留意点
本講義は，主に３年生を対象とした講義です。就職活動を控えた学生に対し，業界・企業分析の方法や，その結果を志望
動機につなげていくための技法を学んでいきます。将来のキャリア・デザインに向けて，学生みなさんの真摯な学修態度
と意欲が望まれます。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

キャリア・デザイン IV（Career Design IV）
就職活動準備の実践
就職委員会
3 年生以上 秋学期

■講義目的
本学の理念の一つは、「すべての道はキャリアに通ず」である。就職し、就業し、職業を通して成長し、職業を通じて社
会の問題解決に貢献する人材を育成する事であり、就職活動は、その中核にある。多摩大学の教育をこの理念に近づける
ために本講義を設置する。すなわち、就職、就業に向けて、「①自己を知る」、「②産業社会を知る」、「③企業を知る」、「④
何をすべきかを知り、実践する」ことがよりよく実践されるために必要な講義を行う。　

■講義分類
社会人力育成、ビジネス環境理解　

■到達目標
（1）就職活動に関する基本的な知識、方法を習得する。　（2）自己分析を行い、自分を理解する。　（3）自分と関心の
ある仕事、企業を結びつけ、社会に貢献する方法を身につける。　（4）効果的な自己アピールができるようになる。　（5）
関心のある企業と結びつけて志をつくる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP5 高い志

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
自己分析、業界分析、自己 PR、模擬面談などの演習を通じ、高い志をたてる。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向　

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
履歴書等に収れんされていくべき「自己理解」「開発が必要なスキルへの認識」や、企業や産業に対する認識や見方を育
成するための予習、復習を必要とする。必要な時間は、予習 1.5 時間、復習 1.5 時間。

■授業の概要
就職活動に関するプロフェッショナルのファシリテーションにより、「就勝つ」に必要な全ての要素を学ぶ。

■フィードバックの要領
ワークに対するコメントを講義中に個別に行う。

■評価基準
評価 N（認定） ：15 回の所定の講座に出席することにより単位を認定する。（詳細は第 1 講で伝える）
評価 F（認定せず） ：上の条件を満たさなかったとみなした場合は、F 評価とする。

■評価方法
出席 100%

■留意点
授業全体のマイナスになると担当者が判断する場合には、他の学生の利益を確保するために、退出を命じることもあるの
で、くれぐれも留意されたい。　全講義に出席し、自己 PR、履歴書作成、修正など、予習・復習を徹底することが強く
望まれる。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教職概論（Teaching Profession）
自らの教職観を構築する
杉森　知也
1 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

■講義目的
教職の意義と教員の役割について国内外の動向を含めて広く理解し、将来、教職に就くための基礎的資質を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教職の意義、教員の役割と職務内容、教職の専門性などについて総合的に理解することができる。 2. 近年の学校・教
員を巡る状況の変化について、世界的な動向を含めて説明することができる。 3. レポート課題を含めて将来の進路選択
の機会にする。4.1. ～ 3. を踏まえて自己の教職観を構築して、それを説明することができる。 （※取得可能な資格 : 高
等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
グローバルな動向を背景に、教員を巡る状況の変化について基礎的な理解を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
ディスカッションを円滑に進めるために、授業前に指定教科書の該当箇所と参考書、インターネット等でその内容を調べ
て、自分なりの解釈をしておくこと。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分程度を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 教員との出会いを振り返る
第 2 講 教員の職務内容とその意義
第 3 講 教員の地位と身分① : 教員の「地位」
第 4 講 教員の地位と身分② : 教員の義務と身分保障の意味
第 5 講 教員の地位と身分③ : 教員の待遇
第 6 講 教員研修 : その種類と意義
第 7 講 教員の免許制度と教員の存在意義① : 日本の教員免許制度
第 8 講 教員の免許制度と教員の存在意義② : 世界の教員免許制度と日本の改革動向
第 9 講 教師のやりがいとバーンアウト
第 10 講 価値多様化社会の中の専門職① : 価値多様化社会とは何か
第 11 講 価値多様化社会の中の専門職② : 反省的実践家と反省的思考
第 12 講 新しい教師の力量① : 日本における政策動向とその対応
第 13 講 新しい教師の力量② : OECD の政策動向から考える
第 14 講 チーム学校
第 15 講 教員への聞き取りから見えるもの

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックをおこなう。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している。
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当。

■評価方法
最終レポート 50 点、コメントシート・小レポート 20 点、授業の参加姿勢 30 点の総合評価とする。

■留意点
記載した事前・事後学習以外にも自主的に学習し、質問を用意して授業に参加すること。活発な授業の展開には、学生の
事前学習が重要であることを自覚して欲しい。教員への聞き取りとそれに基づく調査レポート（最終レポート）の作成に
関する質問は随時受け付ける。調査レポートについては、提出の遅滞および必要事項を満たしていないものは採点しない。
なお、状況によっては扱う回の入れ替え等を行うことがある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育史（Education History）
西洋の教育史と日本の近代教育史
齋藤　S. 裕美
1 年生以上（2017 年度以前入学生用） 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理論に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

■講義目的
本講義は、諸外国と日本の教育の歴史的展開と代表的な思想家の教育思想や教育実践についての基礎的な知識を習得し、
理解を深めることを目的とする。この講義を通じて、歴史を全体的にどう見るかという根本的なものの見方を考え、歴史
的事象と教育の間に関連を見出すことによって、教職を目指す者が身に付けなければならない必須の教養を深める。
教育史上に重要な役割を果たした人物を中心に、その背景となっている歴史の流れをたどり、教育の本質について考察を進める。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成　　

■到達目標
諸外国および日本の教育史を時系列的にたどり、教職に就く者として求められる教育の歴史について、基本的な知識の習得をめざす。
具体的には、次の 3 点をめざす。①諸外国の教育史および代表的な思想家の教育思想や教育実践についての知識の習得、②日本の
教育史、とりわけ近代以降の公教育制度の整備の歴史についての知識の習得、③教育観や子ども観の変遷についての知識の習得

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1　知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
諸外国と日本の教育の歴史的展開を学び，歴史的事象と教育の間の関連を見出し，教育の本質を理解できる能力を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
前講までの資料をよく読んでおくこと。各講で取り扱う時代について、世界史の教科書等で時代背景を確認しておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。　

■授業の概要
第 1 講 古代ギリシアの教育
第 2 講 中世ヨーロッパの教育
第 3 講 17 世紀の教育
第 4 講 18 世紀の教育改革
第 5 講 市民革命と教育
第 6 講 産業革命と教育
第 7 講 近代公教育制度の発達
第 8 講 19 世紀の教育思想
第 9 講 世界新教育運動の展開
第 10 講 民主主義の発展と教育
第 11 講 近世までの教育
第 12 講 近代教育制度の創始
第 13 講 公教育制度の整頓と近代日本の教育方法の発達
第 14 講 第二次世界大戦前後の教育
第 15 講 現代の教育

■フィードバックの要領
最終講義等で全体に対するフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記 3 点を関連づけ、自分の考察を含めて的確に説明できる。
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記 3 点を個別に、自分の考察を含めて説明できる。　
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記 3 点のいずれか 2 つ以上の内容を説明できる。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記 3 点のいずれか 1 つ以上の内容を説明できる。　　
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。　

■評価方法
レポート 70%、発表 30%。次の 3 点を中心に評価する。①ヨーロッパ諸国の歴史と教育との関連についての理解、②日
本の歴史と教育との関連についての理解、③様々な教育思想家の思想や教育実践の内容の理解。

■留意点
・講義は毎回出席し、積極的な態度が望まれる（原則として、欠席・遅刻はしないこと）。・教員としての資質を啓発する
ために、資料を収集・整理して発表する機会を設ける。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教職概論（Teaching Profession）
自らの教職観を構築する
杉森　知也
1 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）

■講義目的
教職の意義と教員の役割について国内外の動向を含めて広く理解し、将来、教職に就くための基礎的資質を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教職の意義、教員の役割と職務内容、教職の専門性などについて総合的に理解することができる。 2. 近年の学校・教
員を巡る状況の変化について、世界的な動向を含めて説明することができる。 3. レポート課題を含めて将来の進路選択
の機会にする。4.1. ～ 3. を踏まえて自己の教職観を構築して、それを説明することができる。 （※取得可能な資格 : 高
等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
グローバルな動向を背景に、教員を巡る状況の変化について基礎的な理解を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
ディスカッションを円滑に進めるために、授業前に指定教科書の該当箇所と参考書、インターネット等でその内容を調べ
て、自分なりの解釈をしておくこと。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分程度を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 教員との出会いを振り返る
第 2 講 教員の職務内容とその意義
第 3 講 教員の地位と身分① : 教員の「地位」
第 4 講 教員の地位と身分② : 教員の義務と身分保障の意味
第 5 講 教員の地位と身分③ : 教員の待遇
第 6 講 教員研修 : その種類と意義
第 7 講 教員の免許制度と教員の存在意義① : 日本の教員免許制度
第 8 講 教員の免許制度と教員の存在意義② : 世界の教員免許制度と日本の改革動向
第 9 講 教師のやりがいとバーンアウト
第 10 講 価値多様化社会の中の専門職① : 価値多様化社会とは何か
第 11 講 価値多様化社会の中の専門職② : 反省的実践家と反省的思考
第 12 講 新しい教師の力量① : 日本における政策動向とその対応
第 13 講 新しい教師の力量② : OECD の政策動向から考える
第 14 講 チーム学校
第 15 講 教員への聞き取りから見えるもの

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックをおこなう。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している。
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当。

■評価方法
最終レポート 50 点、コメントシート・小レポート 20 点、授業の参加姿勢 30 点の総合評価とする。

■留意点
記載した事前・事後学習以外にも自主的に学習し、質問を用意して授業に参加すること。活発な授業の展開には、学生の
事前学習が重要であることを自覚して欲しい。教員への聞き取りとそれに基づく調査レポート（最終レポート）の作成に
関する質問は随時受け付ける。調査レポートについては、提出の遅滞および必要事項を満たしていないものは採点しない。
なお、状況によっては扱う回の入れ替え等を行うことがある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育史（Education History）
西洋の教育史と日本の近代教育史
齋藤　S. 裕美
1 年生以上（2017 年度以前入学生用） 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理論に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

■講義目的
本講義は、諸外国と日本の教育の歴史的展開と代表的な思想家の教育思想や教育実践についての基礎的な知識を習得し、
理解を深めることを目的とする。この講義を通じて、歴史を全体的にどう見るかという根本的なものの見方を考え、歴史
的事象と教育の間に関連を見出すことによって、教職を目指す者が身に付けなければならない必須の教養を深める。
教育史上に重要な役割を果たした人物を中心に、その背景となっている歴史の流れをたどり、教育の本質について考察を進める。

■講義分類
ビジネス環境理解、社会人力育成　　

■到達目標
諸外国および日本の教育史を時系列的にたどり、教職に就く者として求められる教育の歴史について、基本的な知識の習得をめざす。
具体的には、次の 3 点をめざす。①諸外国の教育史および代表的な思想家の教育思想や教育実践についての知識の習得、②日本の
教育史、とりわけ近代以降の公教育制度の整備の歴史についての知識の習得、③教育観や子ども観の変遷についての知識の習得

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1　知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
諸外国と日本の教育の歴史的展開を学び，歴史的事象と教育の間の関連を見出し，教育の本質を理解できる能力を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
前講までの資料をよく読んでおくこと。各講で取り扱う時代について、世界史の教科書等で時代背景を確認しておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。　

■授業の概要
第 1 講 古代ギリシアの教育
第 2 講 中世ヨーロッパの教育
第 3 講 17 世紀の教育
第 4 講 18 世紀の教育改革
第 5 講 市民革命と教育
第 6 講 産業革命と教育
第 7 講 近代公教育制度の発達
第 8 講 19 世紀の教育思想
第 9 講 世界新教育運動の展開
第 10 講 民主主義の発展と教育
第 11 講 近世までの教育
第 12 講 近代教育制度の創始
第 13 講 公教育制度の整頓と近代日本の教育方法の発達
第 14 講 第二次世界大戦前後の教育
第 15 講 現代の教育

■フィードバックの要領
最終講義等で全体に対するフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記 3 点を関連づけ、自分の考察を含めて的確に説明できる。
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記 3 点を個別に、自分の考察を含めて説明できる。　
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記 3 点のいずれか 2 つ以上の内容を説明できる。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記 3 点のいずれか 1 つ以上の内容を説明できる。　　
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。　

■評価方法
レポート 70%、発表 30%。次の 3 点を中心に評価する。①ヨーロッパ諸国の歴史と教育との関連についての理解、②日
本の歴史と教育との関連についての理解、③様々な教育思想家の思想や教育実践の内容の理解。

■留意点
・講義は毎回出席し、積極的な態度が望まれる（原則として、欠席・遅刻はしないこと）。・教員としての資質を啓発する
ために、資料を収集・整理して発表する機会を設ける。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育原理（Educational Principle）
教育の原理と歴史的展開
齋藤　S. 裕美
1 年生以上（2018 年度入学生用） 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

■講義目的
本講義は，教職に就く者として必要とされる公教育の理念と制度，教育課程の意義，教育に関する歴史及び思想についての基礎的な知識を習得し，教育
の基本的原則や理論的基礎を理解することを目標とする。諸外国と日本の教育の歴史的展開と代表的な思想家の教育思想や教育実践についての基礎的な
知識を習得し，歴史的事象と教育の間に関連を見出すことによって，現在の教育課題にも関連していることに気づき，教育を科学的に捉える視点を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教育観を養い，基本的な知識の習得をめざす。具体的には、次の 4 点をめざす。①公教育の理念について，歴史的
経緯等を踏まえて理解する，②教育の原理や教育観，子ども観の変遷について理解する，③諸外国の教育史および代表的な思想家の教育思想や教
育実践について理解する，④学校教育の目的や理念，方法など近代以降の日本の公教育制度の整備の歴史と戦後の学校教育の原理を理解する。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1　知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育の原理，教育観や子ども観の変遷，公教育の理念や制度を学び，歴史的事象と教育の間の関連を見出し，教育の本質
を理解できる能力を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
前講までの資料をよく読んでおくこと。各講で取り扱う時代について、世界史の教科書や教育学事典等で時代背景を確認
しておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。

■授業の概要
第 1 講 教育の原理
第 2 講 古代ギリシア～中世ヨーロッパの教育
第 3 講 17 ～ 18 世紀ヨーロッパの教育
第 4 講 近代社会の成立と教育
第 5 講 近代公教育制度の発達　
第 6 講 19 世紀の教育思想　
第 7 講 新教育運動
第 8 講 日本の近世までの教育
第 9 講 近代教育制度の創始　
第 10 講 公教育制度の整頓と近代日本の教育方法の発達　
第 11 講 第二次世界大戦前後の教育　
第 12 講 系統主義と経験主義
第 13 講 教育の現代的課題①
第 14 講 教育の現代的課題②
第 15 講 教育の現代的課題③

■フィードバックの要領
最終講義等で全体に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記 4 点を関連づけ，自分の考察を含めて的確に説明できる。
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記 4 点を個別に，自分の考察を含めて説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記 4 点のいずれか 2 つ以上の内容を説明できる。
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記 4 点のいずれか 1 つ以上の内容を説明できる。
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。

■評価方法
レポート 70%，発表 30%。次の 4 点を中心に評価する。①公教育の理念と制度，歴史的変遷，②教育の原理，教育観，
子ども観の変遷，③諸外国の教育思想や教育実践の歴史，④日本の学校教育の目的や理念，原理　

■留意点
状況によって，講義内容や扱う回の入れ替えを行う場合がある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育課程総論（Curriculum）
教育課程改革の動向を把握し、情報科の単元指導計画を作成する
杉森　知也
2 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教職課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

■講義目的
教育課程（カリキュラム）の意義と、その編成方法・カリキュラム・マネジメントの重要性を理解し、また現代の日本の教育課程改革の動向
とその課題について歴史的・国際的に把握した上で、その改善のために学校としてどのような対応ができるのかについて理解することができる。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教育課程編成の意義や編成の方法を理解することができる。
2. 学習指導要領の変遷から、学力観の変遷を見出すことができる。
3. カリキュラム・マネジメントの意義を、実践事例を通して理解することができる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
授業を構築するための基礎的な理解を獲得するとともに、学校現場で生起する課題に実例を踏まえて学校のマネジメント
の重要性を把握する。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習の作業をおこない、メモ等を作成して持参する。また、事後学修を課す場合は、次回の授業にレポートを提出す
る。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分程度を要する。

■授業の概要
第 1 講 教育課程と学習指導要領の関係
第 2 講 学力低下問題と教育課程改革 : キー・コンピテンシー、PISA 型学力とは何か
第 3 講 学習指導要領の歴史的変遷と学力観①－戦後初期の教育実践とその批判
第 4 講 学習指導要領の歴史的変遷と学力観②－系統主義からの転換
第 5 講 教育課程編成の基本原理
第 6 講 クロスカリキュラムと総合的な学習
第 7 講 「主体的・対話的で深い学習」の視点とカリキュラム・マネジメント
第 8 講 学校評価とカリキュラムマネジメント
第 9 講 第 8 講科目のため空欄
第 10 講 第 8 講科目のため空欄
第 11 講 第 8 講科目のため空欄
第 12 講 第 8 講科目のため空欄
第 13 講 第 8 講科目のため空欄
第 14 講 第 8 講科目のため空欄
第 15 講 第 8 講科目のため空欄

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックをおこなう。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な参加姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
事前・事後学修の課題メモ、レポートで 50%、授業での積極的な姿勢 50% で総合的に評価する。

■留意点
講義部分はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動とするため、事前学習が必須である。また、自主的・
積極的に発言することを望む。各個人はもちろん、互いに進捗状況等を報告しあう等の調整が必要である。なお履修人数
等の状況によって、扱う回の入れ替えを行う場合がある。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育原理（Educational Principle）
教育の原理と歴史的展開
齋藤　S. 裕美
1 年生以上（2018 年度入学生用） 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

■講義目的
本講義は，教職に就く者として必要とされる公教育の理念と制度，教育課程の意義，教育に関する歴史及び思想についての基礎的な知識を習得し，教育
の基本的原則や理論的基礎を理解することを目標とする。諸外国と日本の教育の歴史的展開と代表的な思想家の教育思想や教育実践についての基礎的な
知識を習得し，歴史的事象と教育の間に関連を見出すことによって，現在の教育課題にも関連していることに気づき，教育を科学的に捉える視点を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教育観を養い，基本的な知識の習得をめざす。具体的には、次の 4 点をめざす。①公教育の理念について，歴史的
経緯等を踏まえて理解する，②教育の原理や教育観，子ども観の変遷について理解する，③諸外国の教育史および代表的な思想家の教育思想や教
育実践について理解する，④学校教育の目的や理念，方法など近代以降の日本の公教育制度の整備の歴史と戦後の学校教育の原理を理解する。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1　知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育の原理，教育観や子ども観の変遷，公教育の理念や制度を学び，歴史的事象と教育の間の関連を見出し，教育の本質
を理解できる能力を養う。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
前講までの資料をよく読んでおくこと。各講で取り扱う時代について、世界史の教科書や教育学事典等で時代背景を確認
しておくこと。必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。

■授業の概要
第 1 講 教育の原理
第 2 講 古代ギリシア～中世ヨーロッパの教育
第 3 講 17 ～ 18 世紀ヨーロッパの教育
第 4 講 近代社会の成立と教育
第 5 講 近代公教育制度の発達　
第 6 講 19 世紀の教育思想　
第 7 講 新教育運動
第 8 講 日本の近世までの教育
第 9 講 近代教育制度の創始　
第 10 講 公教育制度の整頓と近代日本の教育方法の発達　
第 11 講 第二次世界大戦前後の教育　
第 12 講 系統主義と経験主義
第 13 講 教育の現代的課題①
第 14 講 教育の現代的課題②
第 15 講 教育の現代的課題③

■フィードバックの要領
最終講義等で全体に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記 4 点を関連づけ，自分の考察を含めて的確に説明できる。
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記 4 点を個別に，自分の考察を含めて説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記 4 点のいずれか 2 つ以上の内容を説明できる。
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記 4 点のいずれか 1 つ以上の内容を説明できる。
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。

■評価方法
レポート 70%，発表 30%。次の 4 点を中心に評価する。①公教育の理念と制度，歴史的変遷，②教育の原理，教育観，
子ども観の変遷，③諸外国の教育思想や教育実践の歴史，④日本の学校教育の目的や理念，原理　

■留意点
状況によって，講義内容や扱う回の入れ替えを行う場合がある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育課程総論（Curriculum）
教育課程改革の動向を把握し、情報科の単元指導計画を作成する
杉森　知也
2 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教職課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。）

■講義目的
教育課程（カリキュラム）の意義と、その編成方法・カリキュラム・マネジメントの重要性を理解し、また現代の日本の教育課程改革の動向
とその課題について歴史的・国際的に把握した上で、その改善のために学校としてどのような対応ができるのかについて理解することができる。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 教育課程編成の意義や編成の方法を理解することができる。
2. 学習指導要領の変遷から、学力観の変遷を見出すことができる。
3. カリキュラム・マネジメントの意義を、実践事例を通して理解することができる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
授業を構築するための基礎的な理解を獲得するとともに、学校現場で生起する課題に実例を踏まえて学校のマネジメント
の重要性を把握する。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、双方向

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習の作業をおこない、メモ等を作成して持参する。また、事後学修を課す場合は、次回の授業にレポートを提出す
る。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分程度を要する。

■授業の概要
第 1 講 教育課程と学習指導要領の関係
第 2 講 学力低下問題と教育課程改革 : キー・コンピテンシー、PISA 型学力とは何か
第 3 講 学習指導要領の歴史的変遷と学力観①－戦後初期の教育実践とその批判
第 4 講 学習指導要領の歴史的変遷と学力観②－系統主義からの転換
第 5 講 教育課程編成の基本原理
第 6 講 クロスカリキュラムと総合的な学習
第 7 講 「主体的・対話的で深い学習」の視点とカリキュラム・マネジメント
第 8 講 学校評価とカリキュラムマネジメント
第 9 講 第 8 講科目のため空欄
第 10 講 第 8 講科目のため空欄
第 11 講 第 8 講科目のため空欄
第 12 講 第 8 講科目のため空欄
第 13 講 第 8 講科目のため空欄
第 14 講 第 8 講科目のため空欄
第 15 講 第 8 講科目のため空欄

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックをおこなう。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な参加姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
事前・事後学修の課題メモ、レポートで 50%、授業での積極的な姿勢 50% で総合的に評価する。

■留意点
講義部分はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動とするため、事前学習が必須である。また、自主的・
積極的に発言することを望む。各個人はもちろん、互いに進捗状況等を報告しあう等の調整が必要である。なお履修人数
等の状況によって、扱う回の入れ替えを行う場合がある。

25ー 223

多摩大学 経営情報学部シラバス（2018 年度）

一
般
科
目
１
年
生
以
上

一
般
科
目
２
年
生
以
上

一
般
科
目
３
年
生
以
上

演
習
科
目

認
定
科
目

教
職
科
目

235920_多摩大学_2018多摩大学経営情報学部シラバス_見出し付け用.indd   223 2018/03/02   21:41:19



科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育制度論（Educational System）
教育の法と制度について、比較教育学・教育社会学的な視点を含めてとらえる
杉森　知也
2 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

■講義目的
1. 主に、公教育をとりまく社会・行政の制度改革の動向を含めて考察する。
2. 現在の日本の教育制度・行政等について、歴史的視点と国際比較の視点の両面から読み解く。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
日本の教育行政・制度設計および政策の動向についての基礎的な理解の上に、これを多角的・客観的に評価することがで
きる。また、学校と地域との連携、学校安全への対応についての基礎的な知識を身につける。 （※取得可能な資格 : 高等
学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育の制度に関する基礎的な知識をグローバルとローカルの関係性を意識して獲得する。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
指定教科書の該当箇所を読み、疑問点と自分なりの考察（意見）をもって授業に参加すること。不明な用語については
web、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分程度を要する。

■授業の概要
第 1 講 教育の「制度」とは何か、「公教育」とは何か
第 2 講 国の教育行政組織と教育政策過程
第 3 講 国の教育法令の構成と原理
第 4 講 分権改革による国と自治体の教育行政改革
第 5 講 地方自治体の教育行政組織としくみ
第 6 講 教育課程の行政としくみ
第 7 講 教科書の行政としくみ
第 8 講 学校と保護者・子どもの法的地位
第 9 講 教育の機会均等保障と教育費負担問題
第 10 講 学校の組織・運営と人事管理
第 11 講 教員の勤務問題と業務改善の課題
第 12 講 教員給与の政策と法制度改革
第 13 講 子どもの学力保障と学校改革
第 14 講 学校改革をめぐる論議と新たな学校づくりの取り組み
第 15 講 学校における安全教育と安全管理

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックをおこなう。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
事前学習の取り組み 50%（提出したメモの内容）、授業での積極的な参加姿勢 50% を総合的に評価する。

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。 講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。 
なお、状況によって、扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育方法（Teaching Method）
情報機器を活用した効果的な授業設計の検討と実践力の養成
水上　晃実
2 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

■講義目的
本講義では、高等学校情報科の授業において、情報に関して倫理的態度をもって安全に配慮する規範意識のもと、実践的に情報を活用できる力を指導できる教員を
養成することを目的とする。具体的には、生徒に対して情報機器等を効果的に活用したコミュニケーション能力・情報の創造力・発信力・科学的思考力・判断力等
を育成し、生徒自身が情報化社会に積極的かつ主体的に参画できる能力・態度を身につけられるよう、その方法をインストラクショナルデザインの原理を用いて学ぶ。
また、教育におけるアクティブ・ラーニングの重要性を考慮して、受講者全員が模擬授業を行うこととし、学習指導案の作成から授業の実施までを受講者自身が全
て行うことで、個人の課題を発見するとともに、受講者同士がアドバイスを送り、互いに学び合いながら実践的な教師力・授業力を養うことを目的とする。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1）教育方法の基礎的理論と実践を理解している。2）生徒の資質・能力を育成するための教育方法を理解している。3）学級、生徒、教員、教室、
教材など授業を構成する基礎的な要件を理解している。4）学習評価の考え方を理解している。5）話法、板書等、授業を行う上での技術を身につ
けている。6）学習指導理論を踏まえた学習指導案を作成することができる。7）情報機器を活用し、生徒の興味・関心を高めることができる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
自分の意思を効果的かつ分かりやすく伝える力とコミュニケーション能力を養い、将来学校教育の現場に立って生徒の学習効果を上げる授業を展開できる技能を習得する。

■授業形態
講義　グループワーク　プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
教科書の該当部分を講義前に読んでくること。また、模擬授業の際には、学習指導案と板書計画を作成し、事前に提出すること。その他、レポートや振返り等の課題も含め、予習・復習には毎週２時間を要するものを課す。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンスおよびイントロダクション（教育方法の基礎的理論について）
第 2 講 効果的な教育システムの設計について学ぶ。
第 3 講 生徒の資質・能力を育成するための教育方法を学ぶ。
第 4 講 学級、生徒、教員、教室、教材など授業を構成する基礎的な要件とは。
第 5 講 学習評価の考え方について学ぶ。
第 6 講 話法、板書等、授業を行う上での技術（教師のスキル）とは。
第 7 講 情報通信ネットワークやメディアの特性・役割・情報モラルについて。
第 8 講 情報機器の活用とその操作方法を学ぶ。
第 9 講 学習指導理論を踏まえた上で、高等学校情報科の学習指導案作成方法を学ぶ。
第 10 講 模擬授業（1）および教材の選び方の検討。
第 11 講 模擬授業（2）および教師のスキルとしての話法・板書についての確認。
第 12 講 模擬授業（3）および学習指導案の作成についての確認。
第 13 講 模擬授業（4）および情報機器の活用についての確認。
第 14 講 模擬授業（5）および主体的かつ対話的な深い学びの実現について。
第 15 講 講義全体の振返りと到達目標の確認および最終指導案の発表。

■フィードバックの要領
学習指導案やレポート等の提出課題についてはコメントを記入してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：意欲的に取組み、講義内容を十分に理解した上、学習指導案・模擬授業の完成度が高い。
評価 A（89 ～ 80 点） ：講義内容を十分に理解し、学習指導案・模擬授業に関しても概ね良好である。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容を概ね理解はしているが、講義の到達目標までにはあと一歩の努力を要する。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義内容の理解が不十分で、提出期限に遅れた課題がある。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない。未提出課題がある。

■評価方法
学習指導案および板書案 30％、模擬授業 40％、学期末レポート 30％。なお、欠席・遅刻に関しては正当な理由がない限り認められない。

■留意点
本講義はアクティブ・ラーニングをもとに、受講生の能動的かつ主体的な取組みを期待するものである。情報教育の理解とともに、実践的な能力の育成を目指し、
模擬授業にも重きを置く。受講生の人数により模擬授業を実施する回数に変動が生じる場合があるが、教壇実習の重要性を理解し、積極的に臨んでほしい。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育制度論（Educational System）
教育の法と制度について、比較教育学・教育社会学的な視点を含めてとらえる
杉森　知也
2 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育に関する社会的、制度的又は経営的事項（学校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。）

■講義目的
1. 主に、公教育をとりまく社会・行政の制度改革の動向を含めて考察する。
2. 現在の日本の教育制度・行政等について、歴史的視点と国際比較の視点の両面から読み解く。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
日本の教育行政・制度設計および政策の動向についての基礎的な理解の上に、これを多角的・客観的に評価することがで
きる。また、学校と地域との連携、学校安全への対応についての基礎的な知識を身につける。 （※取得可能な資格 : 高等
学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育の制度に関する基礎的な知識をグローバルとローカルの関係性を意識して獲得する。

■授業形態
講義、グループディスカッション、双方向

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
指定教科書の該当箇所を読み、疑問点と自分なりの考察（意見）をもって授業に参加すること。不明な用語については
web、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分程度を要する。

■授業の概要
第 1 講 教育の「制度」とは何か、「公教育」とは何か
第 2 講 国の教育行政組織と教育政策過程
第 3 講 国の教育法令の構成と原理
第 4 講 分権改革による国と自治体の教育行政改革
第 5 講 地方自治体の教育行政組織としくみ
第 6 講 教育課程の行政としくみ
第 7 講 教科書の行政としくみ
第 8 講 学校と保護者・子どもの法的地位
第 9 講 教育の機会均等保障と教育費負担問題
第 10 講 学校の組織・運営と人事管理
第 11 講 教員の勤務問題と業務改善の課題
第 12 講 教員給与の政策と法制度改革
第 13 講 子どもの学力保障と学校改革
第 14 講 学校改革をめぐる論議と新たな学校づくりの取り組み
第 15 講 学校における安全教育と安全管理

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックをおこなう。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
事前学習の取り組み 50%（提出したメモの内容）、授業での積極的な参加姿勢 50% を総合的に評価する。

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。 講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。 
なお、状況によって、扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育方法（Teaching Method）
情報機器を活用した効果的な授業設計の検討と実践力の養成
水上　晃実
2 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）

■講義目的
本講義では、高等学校情報科の授業において、情報に関して倫理的態度をもって安全に配慮する規範意識のもと、実践的に情報を活用できる力を指導できる教員を
養成することを目的とする。具体的には、生徒に対して情報機器等を効果的に活用したコミュニケーション能力・情報の創造力・発信力・科学的思考力・判断力等
を育成し、生徒自身が情報化社会に積極的かつ主体的に参画できる能力・態度を身につけられるよう、その方法をインストラクショナルデザインの原理を用いて学ぶ。
また、教育におけるアクティブ・ラーニングの重要性を考慮して、受講者全員が模擬授業を行うこととし、学習指導案の作成から授業の実施までを受講者自身が全
て行うことで、個人の課題を発見するとともに、受講者同士がアドバイスを送り、互いに学び合いながら実践的な教師力・授業力を養うことを目的とする。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1）教育方法の基礎的理論と実践を理解している。2）生徒の資質・能力を育成するための教育方法を理解している。3）学級、生徒、教員、教室、
教材など授業を構成する基礎的な要件を理解している。4）学習評価の考え方を理解している。5）話法、板書等、授業を行う上での技術を身につ
けている。6）学習指導理論を踏まえた学習指導案を作成することができる。7）情報機器を活用し、生徒の興味・関心を高めることができる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
自分の意思を効果的かつ分かりやすく伝える力とコミュニケーション能力を養い、将来学校教育の現場に立って生徒の学習効果を上げる授業を展開できる技能を習得する。

■授業形態
講義　グループワーク　プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
教科書の該当部分を講義前に読んでくること。また、模擬授業の際には、学習指導案と板書計画を作成し、事前に提出すること。その他、レポートや振返り等の課題も含め、予習・復習には毎週２時間を要するものを課す。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンスおよびイントロダクション（教育方法の基礎的理論について）
第 2 講 効果的な教育システムの設計について学ぶ。
第 3 講 生徒の資質・能力を育成するための教育方法を学ぶ。
第 4 講 学級、生徒、教員、教室、教材など授業を構成する基礎的な要件とは。
第 5 講 学習評価の考え方について学ぶ。
第 6 講 話法、板書等、授業を行う上での技術（教師のスキル）とは。
第 7 講 情報通信ネットワークやメディアの特性・役割・情報モラルについて。
第 8 講 情報機器の活用とその操作方法を学ぶ。
第 9 講 学習指導理論を踏まえた上で、高等学校情報科の学習指導案作成方法を学ぶ。
第 10 講 模擬授業（1）および教材の選び方の検討。
第 11 講 模擬授業（2）および教師のスキルとしての話法・板書についての確認。
第 12 講 模擬授業（3）および学習指導案の作成についての確認。
第 13 講 模擬授業（4）および情報機器の活用についての確認。
第 14 講 模擬授業（5）および主体的かつ対話的な深い学びの実現について。
第 15 講 講義全体の振返りと到達目標の確認および最終指導案の発表。

■フィードバックの要領
学習指導案やレポート等の提出課題についてはコメントを記入してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：意欲的に取組み、講義内容を十分に理解した上、学習指導案・模擬授業の完成度が高い。
評価 A（89 ～ 80 点） ：講義内容を十分に理解し、学習指導案・模擬授業に関しても概ね良好である。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容を概ね理解はしているが、講義の到達目標までにはあと一歩の努力を要する。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義内容の理解が不十分で、提出期限に遅れた課題がある。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない。未提出課題がある。

■評価方法
学習指導案および板書案 30％、模擬授業 40％、学期末レポート 30％。なお、欠席・遅刻に関しては正当な理由がない限り認められない。

■留意点
本講義はアクティブ・ラーニングをもとに、受講生の能動的かつ主体的な取組みを期待するものである。情報教育の理解とともに、実践的な能力の育成を目指し、
模擬授業にも重きを置く。受講生の人数により模擬授業を実施する回数に変動が生じる場合があるが、教壇実習の重要性を理解し、積極的に臨んでほしい。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

特別支援教育概論（Special Supprort）
個別の教育的ニーズに対応する支援支援スキル養成
中川　宏子
2 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

■講義目的
通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別な支援を必要とする幼児、
児童及び生徒が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生きる力を身に付けていくことが
できるよう、幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機
関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方法を理解する。

■講義分類
■到達目標

１．特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。２．特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解する。３．障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童
及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
特別の支援を必要とする子どもの特性及び心身の発達を理解し、対応している能力を習得する。

■授業形態
講義、グループディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
「新学習指導要領（平成 29 年 3 月公示）」を読んでおく。
各回に新出した用語について調べておく。
講義後に感想レポートを書き、提出する。

■授業の概要
第 1 講 「特別支援教育」とは何か
第 2 講 視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱の子どもの教育
第 3 講 ＬＤ、ＡＤＨＤ、ＡＳＤなどの子どもの教育
第 4 講 特別支援学校や特別支援学級での教育課程や支援の方法
第 5 講 通常学級での支援の方法と二次障害の防止
第 6 講 「通級による指導」及び「自立活動」
第 7 講 支援が必要な子どものための支援体制
第 8 講 様々な教育的ニーズ
第 9 講 第８講科目のため空欄
第 10 講 第８講科目のため空欄
第 11 講 第８講科目のため空欄
第 12 講 第８講科目のため空欄
第 13 講 第８講科目のため空欄
第 14 講 第８講科目のため空欄
第 15 講 第８講科目のため空欄

■フィードバックの要領
課題へのコメントにてフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：内容を十分理解しており、ディスカッションに積極的に参加している。
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、ディスカッションで発言している。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、ディスカッションでの発言が少ない。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義内容について理解が不十分で、ディスカッションでの発言がほとんど無い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない。ディスカッションでの発言が無い。

■評価方法
授業参加態度 60%、レポート 20%、発言 20％とする。

■留意点
①教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②教師を目指している人だけでなく、社会は様々な特徴を持っ
た人によって構成されていることに気付く機会にしてほしい。 ③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

特別活動（Extracurricular activity）
学校・学級づくりと人格形成と教師の指導性
峯岸　久枝
2 年生以上（2017 年度以前入学生用） 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
特別活動の指導法

■講義目的
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して
課題解決の力をつけるための指導の方法を模索する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して
課題解決の力をつけるための指導の方法を模索する。（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
生徒の置かれている環境や状況を分析して課題を明らかにすることができる。また、その課題に対して、特別活動を通し
て解決する方法を考え、発信する力を養う。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習として、指定教科書の該当部分を読み、自身が受けてきた教育や経験したことをもとに、具体的な場面・指導が
おこなわれていたかを思い出しておく。事前学習に 180 分、事後学習に 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 学習指導要領における特別活動
第 2 講 教育課程における特別活動の位置づけ
第 3 講 特別活動と各教科との関連
第 4 講 学級・ホームルーム活動① : 学級や学校の生活づくり・適応と成長及び健康安全
第 5 講 学級・ホームルーム活動② : 今日の学級活動の課題
第 6 講 学校行事① : 学習指導要領に示された儀式的、文化的、健康安全・体育的活動について
第 7 講 学校行事② : 生徒会活動や部活動について
第 8 講 ボランティア活動・奉仕活動① : 地域との連携を軸として
第 9 講 ボランティア活動・奉仕活動② : 探究的な学習を軸として
第 10 講 特別活動の評価方法
第 11 講 特別活動における話合い活動の指導方法
第 12 講 特別活動における主体的な学びを促す方法
第 13 講 特別活動の具体的な授業計画①
第 14 講 特別活動の具体的な授業計画②
第 15 講 特別活動の授業を実施する

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。　
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■評価方法
平常点（授業参加態度・ディスカッションにおける発言）50%、レポート 50% とする。 出席状況については、教職を
志す者に向けた講義であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。 
②教師を目指している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。
③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

特別支援教育概論（Special Supprort）
個別の教育的ニーズに対応する支援支援スキル養成
中川　宏子
2 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解

■講義目的
通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別な支援を必要とする幼児、
児童及び生徒が授業において学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生きる力を身に付けていくことが
できるよう、幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機
関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方法を理解する。

■講義分類
■到達目標

１．特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。２．特別の支援を必要とする
幼児、児童及び生徒に対する教育課程や支援の方法を理解する。３．障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童
及び生徒の学習上又は生活上の困難とその対応を理解する。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
特別の支援を必要とする子どもの特性及び心身の発達を理解し、対応している能力を習得する。

■授業形態
講義、グループディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
「新学習指導要領（平成 29 年 3 月公示）」を読んでおく。
各回に新出した用語について調べておく。
講義後に感想レポートを書き、提出する。

■授業の概要
第 1 講 「特別支援教育」とは何か
第 2 講 視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱の子どもの教育
第 3 講 ＬＤ、ＡＤＨＤ、ＡＳＤなどの子どもの教育
第 4 講 特別支援学校や特別支援学級での教育課程や支援の方法
第 5 講 通常学級での支援の方法と二次障害の防止
第 6 講 「通級による指導」及び「自立活動」
第 7 講 支援が必要な子どものための支援体制
第 8 講 様々な教育的ニーズ
第 9 講 第８講科目のため空欄
第 10 講 第８講科目のため空欄
第 11 講 第８講科目のため空欄
第 12 講 第８講科目のため空欄
第 13 講 第８講科目のため空欄
第 14 講 第８講科目のため空欄
第 15 講 第８講科目のため空欄

■フィードバックの要領
課題へのコメントにてフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：内容を十分理解しており、ディスカッションに積極的に参加している。
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、ディスカッションで発言している。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、ディスカッションでの発言が少ない。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義内容について理解が不十分で、ディスカッションでの発言がほとんど無い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない。ディスカッションでの発言が無い。

■評価方法
授業参加態度 60%、レポート 20%、発言 20％とする。

■留意点
①教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②教師を目指している人だけでなく、社会は様々な特徴を持っ
た人によって構成されていることに気付く機会にしてほしい。 ③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

特別活動（Extracurricular activity）
学校・学級づくりと人格形成と教師の指導性
峯岸　久枝
2 年生以上（2017 年度以前入学生用） 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
特別活動の指導法

■講義目的
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して
課題解決の力をつけるための指導の方法を模索する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して
課題解決の力をつけるための指導の方法を模索する。（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
生徒の置かれている環境や状況を分析して課題を明らかにすることができる。また、その課題に対して、特別活動を通し
て解決する方法を考え、発信する力を養う。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習として、指定教科書の該当部分を読み、自身が受けてきた教育や経験したことをもとに、具体的な場面・指導が
おこなわれていたかを思い出しておく。事前学習に 180 分、事後学習に 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 学習指導要領における特別活動
第 2 講 教育課程における特別活動の位置づけ
第 3 講 特別活動と各教科との関連
第 4 講 学級・ホームルーム活動① : 学級や学校の生活づくり・適応と成長及び健康安全
第 5 講 学級・ホームルーム活動② : 今日の学級活動の課題
第 6 講 学校行事① : 学習指導要領に示された儀式的、文化的、健康安全・体育的活動について
第 7 講 学校行事② : 生徒会活動や部活動について
第 8 講 ボランティア活動・奉仕活動① : 地域との連携を軸として
第 9 講 ボランティア活動・奉仕活動② : 探究的な学習を軸として
第 10 講 特別活動の評価方法
第 11 講 特別活動における話合い活動の指導方法
第 12 講 特別活動における主体的な学びを促す方法
第 13 講 特別活動の具体的な授業計画①
第 14 講 特別活動の具体的な授業計画②
第 15 講 特別活動の授業を実施する

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。　
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■評価方法
平常点（授業参加態度・ディスカッションにおける発言）50%、レポート 50% とする。 出席状況については、教職を
志す者に向けた講義であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。 
②教師を目指している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。
③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

生徒指導・進路指導論（Student Direction and Career Guidance）
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
峯岸　久枝
2 年生以上（2018 年度入学生用） 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
生徒指導の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

■講義目的
学校教育において学習指導と並んで重要な意義を持つ生徒指導は、教育相談、進路指導・キャリア教育への対応など多岐にわたり、意義と役割について学習することが必
要である。また、生徒指導に関わる様々な局面において、具体的な事例や指導例をもとに教師が求められる役割は何かについて、当事者意識で考えて議論し、理解を深める。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 生徒指導・進路指導・キャリア教育の意義と役割について、基本的な概念を理解し、説明することができる。
2. 生徒指導・進路指導・キャリア教育・教育相談等の教育活動について、教師の果たすべき役割を理解し、そのあり方を具体的に考え、説明することができる。
3. 生徒指導の実際の場面を観察・視聴し、学校現場での教職員との協力や外部機関との連携など、具体的な指導方法について意見や改善点を述べることができる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP2 思考と判断

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
生徒の置かれている環境や状況を分析し、課題を明らかにすることができる。また、その課題に対して、生徒指導や進路指導の場面において、「当事者意識」で教師としてどのように課題解決を図るかを考える力をつける。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
テキストの該当部分を事前に読んでおく（事前学習 1.5 時間）。また、配布された資料をよく読み、教師の立場で考え、自分の言葉で説明できるような指導観を講義後に整理する（事後学習（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1 講 オリエンテーション：教育課程における生徒指導・進路指導・キャリア教育の位置づけ
第 2 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育と各教育活動との関連や意義
第 3 講 生徒指導・教育相談・進路指導・キャリア教育における組織的な指導体制について
第 4 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育の組織的な計画と取組について
第 5 講 学校における指導体制①：集団指導と個別指導
第 6 講 学校における指導体制②：ガイダンス機能と個別指導
第 7 講 生活習慣の確立や規範意識とキャリアデザイン
第 8 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援①
第 9 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援②
第 10 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援③
第 11 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援の実際①：体験活動の計画
第 12 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援の実際②：問題行動の生徒指導
第 13 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育の今後の課題①
第 14 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育の今後の課題②
第 15 講 講義全体のまとめ：場面指導に基づいた模擬授業の実施

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。　
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■評価方法
・平常点（授業参加態度・ディスカッションにおける発言）60%、レポート 40% とする。 
・出席状況については、教職を志す者に向けた講義であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。 
②教師を目指している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。
③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

特別活動・総合的な学習の時間の指導法（Extra-Curricular Activities and Integrated studies）
学校・学級づくりと人格形成と教師の指導性
峯岸　久枝
2 年生以上（2018 年度入学生用） 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
特別活動の指導法
総合的な学習の時間の指導法

■講義目的
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して課題解決の力をつけるための指導の方法を模索する。
また「総合的な学習の時間」においては、探究的な見方・考え方を通して、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成ができるような力をつけることを目的とする。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して課題解決の力を
つけるための指導の方法を模索する。また「総合的な学習の時間」においては、探究的な見方・考え方を通して、自己の生き方を考えて
いくための資質・能力の育成ができるような力をつけることを目標とする。（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
生徒の置かれている環境や状況を分析して課題を明らかにすることができる。また、その課題に対して、学級や特別活動

（学校行事など）を通してどのようにアプローチをすれば解決できるかを考え、発信する力を養う。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習として、指定教科書の該当部分を読み、自身が受けてきた教育や経験したことをもとに、具体的な場面・指導がおこなわれていたかを思い出しておく。事前学習に 180 分、事後学習に 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 学習指導要領における特別活動、総合的な学習の時間
第 2 講 教育課程における特別活動・総合的な学習の時間の位置づけ
第 3 講 特別活動・総合的な学習の時間と各教科との関連
第 4 講 学級・ホームルーム活動① : 学級や学校の生活づくり・適応と成長及び健康安全
第 5 講 学級・ホームルーム活動② : 今日の学級活動の課題
第 6 講 学校行事① : 学習指導要領に示された儀式的、文化的、健康安全・体育的活動について
第 7 講 学校行事② : 生徒会活動や部活動について
第 8 講 ボランティア活動・奉仕活動① : 地域との連携を軸として
第 9 講 ボランティア活動・奉仕活動② : 探究的な学習を軸として
第 10 講 特別活動・総合的な学習の時間の評価の方法
第 11 講 特別活動・総合的な学習の時間における話合い活動の指導方法
第 12 講 特別活動・総合的な学習の時間における主体的な学びを促す方法
第 13 講 特別活動・総合的な学習の時間の具体的な授業計画①
第 14 講 特別活動・総合的な学習の時間の具体的な授業計画②
第 15 講 特別活動・総合的な学習の時間の授業を実施する

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。　
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■評価方法
平常点（授業参加態度・ディスカッションにおける発言）50%、レポート 50% とする。 出席状況については、教職を
志す者に向けた講義であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。 ②教師を目指している人だけでなく、教
師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。 ③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

生徒指導・進路指導論（Student Direction and Career Guidance）
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目
峯岸　久枝
2 年生以上（2018 年度入学生用） 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
生徒指導の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

■講義目的
学校教育において学習指導と並んで重要な意義を持つ生徒指導は、教育相談、進路指導・キャリア教育への対応など多岐にわたり、意義と役割について学習することが必
要である。また、生徒指導に関わる様々な局面において、具体的な事例や指導例をもとに教師が求められる役割は何かについて、当事者意識で考えて議論し、理解を深める。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 生徒指導・進路指導・キャリア教育の意義と役割について、基本的な概念を理解し、説明することができる。
2. 生徒指導・進路指導・キャリア教育・教育相談等の教育活動について、教師の果たすべき役割を理解し、そのあり方を具体的に考え、説明することができる。
3. 生徒指導の実際の場面を観察・視聴し、学校現場での教職員との協力や外部機関との連携など、具体的な指導方法について意見や改善点を述べることができる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP2 思考と判断

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
生徒の置かれている環境や状況を分析し、課題を明らかにすることができる。また、その課題に対して、生徒指導や進路指導の場面において、「当事者意識」で教師としてどのように課題解決を図るかを考える力をつける。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
テキストの該当部分を事前に読んでおく（事前学習 1.5 時間）。また、配布された資料をよく読み、教師の立場で考え、自分の言葉で説明できるような指導観を講義後に整理する（事後学習（1.5 時間）。

■授業の概要
第 1 講 オリエンテーション：教育課程における生徒指導・進路指導・キャリア教育の位置づけ
第 2 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育と各教育活動との関連や意義
第 3 講 生徒指導・教育相談・進路指導・キャリア教育における組織的な指導体制について
第 4 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育の組織的な計画と取組について
第 5 講 学校における指導体制①：集団指導と個別指導
第 6 講 学校における指導体制②：ガイダンス機能と個別指導
第 7 講 生活習慣の確立や規範意識とキャリアデザイン
第 8 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援①
第 9 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援②
第 10 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援③
第 11 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援の実際①：体験活動の計画
第 12 講 個別の課題を抱える生徒への指導と支援の実際②：問題行動の生徒指導
第 13 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育の今後の課題①
第 14 講 生徒指導・進路指導・キャリア教育の今後の課題②
第 15 講 講義全体のまとめ：場面指導に基づいた模擬授業の実施

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。　
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■評価方法
・平常点（授業参加態度・ディスカッションにおける発言）60%、レポート 40% とする。 
・出席状況については、教職を志す者に向けた講義であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。 
②教師を目指している人だけでなく、教師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。
③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

特別活動・総合的な学習の時間の指導法（Extra-Curricular Activities and Integrated studies）
学校・学級づくりと人格形成と教師の指導性
峯岸　久枝
2 年生以上（2018 年度入学生用） 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
特別活動の指導法
総合的な学習の時間の指導法

■講義目的
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して課題解決の力をつけるための指導の方法を模索する。
また「総合的な学習の時間」においては、探究的な見方・考え方を通して、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成ができるような力をつけることを目的とする。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
高等学校の「特別活動」においては、人間関係形成・社会参画・自己実現の視点を持ち、学校における集団活動を通して課題解決の力を
つけるための指導の方法を模索する。また「総合的な学習の時間」においては、探究的な見方・考え方を通して、自己の生き方を考えて
いくための資質・能力の育成ができるような力をつけることを目標とする。（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
生徒の置かれている環境や状況を分析して課題を明らかにすることができる。また、その課題に対して、学級や特別活動

（学校行事など）を通してどのようにアプローチをすれば解決できるかを考え、発信する力を養う。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、ディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
事前学習として、指定教科書の該当部分を読み、自身が受けてきた教育や経験したことをもとに、具体的な場面・指導がおこなわれていたかを思い出しておく。事前学習に 180 分、事後学習に 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 学習指導要領における特別活動、総合的な学習の時間
第 2 講 教育課程における特別活動・総合的な学習の時間の位置づけ
第 3 講 特別活動・総合的な学習の時間と各教科との関連
第 4 講 学級・ホームルーム活動① : 学級や学校の生活づくり・適応と成長及び健康安全
第 5 講 学級・ホームルーム活動② : 今日の学級活動の課題
第 6 講 学校行事① : 学習指導要領に示された儀式的、文化的、健康安全・体育的活動について
第 7 講 学校行事② : 生徒会活動や部活動について
第 8 講 ボランティア活動・奉仕活動① : 地域との連携を軸として
第 9 講 ボランティア活動・奉仕活動② : 探究的な学習を軸として
第 10 講 特別活動・総合的な学習の時間の評価の方法
第 11 講 特別活動・総合的な学習の時間における話合い活動の指導方法
第 12 講 特別活動・総合的な学習の時間における主体的な学びを促す方法
第 13 講 特別活動・総合的な学習の時間の具体的な授業計画①
第 14 講 特別活動・総合的な学習の時間の具体的な授業計画②
第 15 講 特別活動・総合的な学習の時間の授業を実施する

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：積極的・意欲的に参加し、内容を十分理解している。考察を深め、的確に説明できる。　
評価 A（89 ～ 80 点） ：内容を理解しており、自分の考察を聞き手にわかりやすい表現で説明できる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容について理解しているが、講義の到達目標に十分に達していない。　
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出の遅滞が多い。
評価 F（59 点以下） ：講義内容が理解できていない、他者と協力することができていない。

■評価方法
平常点（授業参加態度・ディスカッションにおける発言）50%、レポート 50% とする。 出席状況については、教職を
志す者に向けた講義であるため、正当な理由がない場合の遅刻・欠席は認められない。

■留意点
①本講義は受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的に積極的に発言・参加することを望む。 ②教師を目指している人だけでなく、教
師を目指すか迷っている人もぜひ受講し、進路選択の一助としてほしい。 ③状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えなどが生じることもある。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育心理学（Educational Psychology）
学校教育・社会人教育における心身の発達および学習の心理学
大森　拓哉
3 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

■講義目的
教育心理学とは、人間の「教える」「学ぶ」という営為について、心理学の観点から科学的に理解・考察する学問である。
この講義の目的は、心理学の研究から得られた知見や技術を教育活動の場に応用することによって、教育という活動を社
会において効率的・効果的に行えるようにすることである。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教育・発達について、心理学的な観点から科学的に理解し、一般社会における学校教育・社会教育においても本講義で学
んだ知見を応用できるようにすることを目標とする。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育効果、モチベーションの増幅、心理発達支援等を理解することにより心の理解をした上での教育を行うことが可能と
なる。

■授業形態
講義、グループワーク、ディベート

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
毎回のトピックスに関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った
内容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1 講 教育心理学とは何か
第 2 講 教育と発達
第 3 講 認知発達
第 4 講 学習理論
第 5 講 教授・学習過程
第 6 講 意欲と動機づけ
第 7 講 パーソナリティ・個人差
第 8 講 個に応じた学習指導
第 9 講 集団における人間関係
第 10 講 言語の発達
第 11 講 数概念の発達と算数・数学の学習
第 12 講 知能と学力
第 13 講 教育評価
第 14 講 ライフスキルを高める教育
第 15 講 心身発達と多様な学びとの関連性の展望とまとめ

■フィードバックの要領
講義内課題提出、前回授業内課題の振り返りと教師からの個別コメント等を行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：講義内容を十分理解し、他者教育、自己成長に十分生かすことができるか。
評価 A（89 ～ 80 点） ：講義内容を理解し、他者教育に十分生かすことができるか。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容を理解し、他者教育に生かすことができるか。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義内容を理解し、他者教育に生かせるだけの基礎知識を獲得できているか。
評価 F（59 点以下） ：上記を満たさない場合

■評価方法
全出席を前提とする。授業内課題 50%、テスト（定期試験期間内に実施）50%

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②講義中の飲食、携帯電話操
作、帽子・サングラスの着用等は厳禁である。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育相談（Educational Counseling）
心理・教育的支援およびカウンセリング・コミュニケーションスキル養成
大森　拓哉
3 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

■講義目的
本講義は、教育場面において相談を受ける立場となった時のその方法や技術・知識の習得と、理論的学問的な背景、 実践
場面での応用などについて学ぶ。実際にカウンセラーとなって 業務を行うには数多くの経験と豊富な知識が必要であり、
本講義だけでそれを満たすことは 不可能であるが、相談を受ける立場の者として最低限必要な素養を身につけることを
目的とする。 教育場面とは、学校教育のみならず、社会人教育、人材教育などの場面も想定し、実社会で必要な、意味
のある知識を習得する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成　

■到達目標
教育相談の理論と実践について、適切に理解し、実際の場面でも適用できる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
傾聴の態度を学び、コミュニケーションの基礎を体得することにより、相談を受ける知識・姿勢を学ぶ。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
毎回のトピックスに関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った
内容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1 講 教育相談とは何か
第 2 講 幼児・児童期の発達
第 3 講 思春期・青年期の発達
第 4 講 不適応・不登校
第 5 講 いじめ・虐待
第 6 講 学習障害・発達障害
第 7 講 学校カウンセリング
第 8 講 教育相談の意義
第 9 講 カウンセリングの基本的枠組み
第 10 講 カウンセリング・心理療法の種類と技法
第 11 講 心理テストの理論とその評価
第 12 講 心理テストの技法
第 13 講 ソーシャルスキル・ライフスキル教育
第 14 講 進路・キャリア相談
第 15 講 精神障害とその理解

■フィードバックの要領
各回の講義で課題・演習・自己分析を行い、その評価とコメントを与える。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：講義内容を完全に理解できている
評価 A（89 ～ 80 点） ：講義内容を理解できている
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容をおおよそ理解できている
評価 C（69 ～ 60 点） ：最低限の理解ができている
評価 F（59 点以下） ：講義科目の履修目標に達していない

■評価方法
全出席を前提とする。授業内課題 60%、期末テスト（定期試験期間内に実施）40％

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育心理学（Educational Psychology）
学校教育・社会人教育における心身の発達および学習の心理学
大森　拓哉
3 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

■講義目的
教育心理学とは、人間の「教える」「学ぶ」という営為について、心理学の観点から科学的に理解・考察する学問である。
この講義の目的は、心理学の研究から得られた知見や技術を教育活動の場に応用することによって、教育という活動を社
会において効率的・効果的に行えるようにすることである。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教育・発達について、心理学的な観点から科学的に理解し、一般社会における学校教育・社会教育においても本講義で学
んだ知見を応用できるようにすることを目標とする。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育効果、モチベーションの増幅、心理発達支援等を理解することにより心の理解をした上での教育を行うことが可能と
なる。

■授業形態
講義、グループワーク、ディベート

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
毎回のトピックスに関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った
内容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1 講 教育心理学とは何か
第 2 講 教育と発達
第 3 講 認知発達
第 4 講 学習理論
第 5 講 教授・学習過程
第 6 講 意欲と動機づけ
第 7 講 パーソナリティ・個人差
第 8 講 個に応じた学習指導
第 9 講 集団における人間関係
第 10 講 言語の発達
第 11 講 数概念の発達と算数・数学の学習
第 12 講 知能と学力
第 13 講 教育評価
第 14 講 ライフスキルを高める教育
第 15 講 心身発達と多様な学びとの関連性の展望とまとめ

■フィードバックの要領
講義内課題提出、前回授業内課題の振り返りと教師からの個別コメント等を行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：講義内容を十分理解し、他者教育、自己成長に十分生かすことができるか。
評価 A（89 ～ 80 点） ：講義内容を理解し、他者教育に十分生かすことができるか。
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容を理解し、他者教育に生かすことができるか。
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義内容を理解し、他者教育に生かせるだけの基礎知識を獲得できているか。
評価 F（59 点以下） ：上記を満たさない場合

■評価方法
全出席を前提とする。授業内課題 50%、テスト（定期試験期間内に実施）50%

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②講義中の飲食、携帯電話操
作、帽子・サングラスの着用等は厳禁である。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育相談（Educational Counseling）
心理・教育的支援およびカウンセリング・コミュニケーションスキル養成
大森　拓哉
3 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

■講義目的
本講義は、教育場面において相談を受ける立場となった時のその方法や技術・知識の習得と、理論的学問的な背景、 実践
場面での応用などについて学ぶ。実際にカウンセラーとなって 業務を行うには数多くの経験と豊富な知識が必要であり、
本講義だけでそれを満たすことは 不可能であるが、相談を受ける立場の者として最低限必要な素養を身につけることを
目的とする。 教育場面とは、学校教育のみならず、社会人教育、人材教育などの場面も想定し、実社会で必要な、意味
のある知識を習得する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成　

■到達目標
教育相談の理論と実践について、適切に理解し、実際の場面でも適用できる。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP1 知識と理解

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
傾聴の態度を学び、コミュニケーションの基礎を体得することにより、相談を受ける知識・姿勢を学ぶ。

■授業形態
講義、グループディスカッション、グループワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
毎回のトピックスに関して、参考図書等の当該部分を事前に読了しておくこと（1.0 時間）。また、授業内で取り扱った
内容について、自分自身の経験を踏まえた考察をまとめておくこと（0.5 時間）。

■授業の概要
第 1 講 教育相談とは何か
第 2 講 幼児・児童期の発達
第 3 講 思春期・青年期の発達
第 4 講 不適応・不登校
第 5 講 いじめ・虐待
第 6 講 学習障害・発達障害
第 7 講 学校カウンセリング
第 8 講 教育相談の意義
第 9 講 カウンセリングの基本的枠組み
第 10 講 カウンセリング・心理療法の種類と技法
第 11 講 心理テストの理論とその評価
第 12 講 心理テストの技法
第 13 講 ソーシャルスキル・ライフスキル教育
第 14 講 進路・キャリア相談
第 15 講 精神障害とその理解

■フィードバックの要領
各回の講義で課題・演習・自己分析を行い、その評価とコメントを与える。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：講義内容を完全に理解できている
評価 A（89 ～ 80 点） ：講義内容を理解できている
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容をおおよそ理解できている
評価 C（69 ～ 60 点） ：最低限の理解ができている
評価 F（59 点以下） ：講義科目の履修目標に達していない

■評価方法
全出席を前提とする。授業内課題 60%、期末テスト（定期試験期間内に実施）40％

■留意点
①本講義は教職科目の中の一科目でもあるので、教職課程履修のものは必修の授業である。②課題に対してフィードバッ
クを行う。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

情報科教育法 I（Teaching Method on Information Education I）
「社会と情報」「情報の科学」の指導方法研究　
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教科及び教科の指導法に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

■講義目的
本講義は、高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身に付けることを目的とする。情報にかかわる理念、制度、
知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な指導力や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。
本講義では、新学習指導要領（平成 25 年度入学生から学年進行で実施）の改訂ポイントや主な改善事項について触れ、模擬授業などの実習を通じて情
報科教育の研究を進め、教材研究の方法、学習指導の工夫などの授業創りの実際を体験する。
なお、15 週を通じての講義概要は次の通りである。①講義と研究授業の形式による模擬授業（教壇実習）を行う。②高等学校（情報科）の教員として、
基本的な理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な資質や指導力の習得を図る。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教科教育（情報）について、基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。①情報教育の沿革と現状、在り方を理解する②共通教科「情報」と専門教科「情報」の基本的な理念、目標、内容、
構成を理解する③指導計画を作成し、それを基に模擬授業を通じた実践ができる④他の学生の模擬授業を見て、改善点や修正点などを相互に指摘できる⑤指摘を受け入れて、自らの指導計画や授業などを改善・工夫ができる

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4　表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
「情報科」教員として，学習指導要領に基づいて授業を設計し，授業内容をわかりやすく教える能力を習得する。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、グループディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
学習指導要領を精読すること。授業内の指示に従って学習指導案を作成すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。　

■授業の概要
第 1 講 情報教育の沿革と現状
第 2 講 高等学校学習指導要領における情報教育の全体像
第 3 講 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説①
第 4 講 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説②
第 5 講 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説①
第 6 講 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説②
第 7 講 指導計画の作成①
第 8 講 指導計画の作成②
第 9 講 指導計画の作成③
第 10 講 模擬授業①
第 11 講 模擬授業②
第 12 講 模擬授業③
第 13 講 模擬授業④
第 14 講 模擬授業⑤
第 15 講 教育課程の編成

■フィードバックの要領
模擬授業実施回においてフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記①を自分の考察を含めて説明でき，②から④の全てを満たす授業の設計ができる。
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記①を説明できる。②から④の２つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記①を説明できる。②から④の 1 つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記①を十分ではないが説明でき，50 分間の授業の設計ができる。　
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。または 50 分間の授業の設計ができない。

■評価方法
期末試験 30%、学習指導案３０％、模擬授業 40%。次の 4 点により評価。① : 教職の専門用語理解、② : 学習指導要領に基づいた学習指導案作成、③ : 十分な教材研究、正確で整理された授業構成、④学習指導案と模擬授業の整合

■留意点
①高等学校で使用している「情報」の教科書を講義の中心に位置付け、レジュメおよび参考資料を配布する。②各自で学習指導案・単元指導案および参考資料（手許資料）を作成して、他の実習
予定者にも配布する。③基本的な知識・態度と授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。④指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け、教員としての適性の有無を観察・評価する。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

情報科教育法 II（Teaching Method on Information Education II）
「社会と情報」「情報の科学」の指導方法研究
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教科及び教科の指導法に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

■講義目的
本講義は、高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身に付けることを目的とする。情報にかかわる理念、制度、
知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な指導力や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。
本講義では、新学習指導要領（平成 25 年度入学生から学年進行で実施）の改訂ポイントや主な改善事項について触れ、模擬授業などの実習を通じて情
報科教育の研究を進め、教材研究の方法、学習指導の工夫などの授業創りの実際を体験する。
なお、15 週を通じての講義概要は次の通りである。①講義と研究授業の形式による模擬授業（教壇実習）を行う。②高等学校（情報科）の教員として、
基本的な理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な資質や指導力の習得を図る。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教科教育（情報）について、基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。①情報教育の沿革と現状、在り方、②共通教科「情報」と専門教科「情報」の基本的な理念、目標、
内容、構成、③指導計画を作成し、それを基に模擬授業を通じた実践、④他の学生の模擬授業を見て、改善点や修正点などを相互に指摘、⑤指摘を受け入れて、自らの指導計画や授業などを改善・工夫　

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4　表現と技能　

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
「情報科」教員として，学習指導要領に基づいて授業を設計し，授業内容をわかりやすく教える能力を習得する。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
学習指導要領を精読すること。授業内の指示に従って学習指導案を作成すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。　

■授業の概要
第 1 講 単元の設定と展開
第 2 講 教材教具①
第 3 講 教材教具②
第 4 講 指導計画の作成①　
第 5 講 指導計画の作成②
第 6 講 学習評価①
第 7 講 学習評価②　
第 8 講 専門教科「情報」各科目の目標・内容・内容の取扱いの概説①
第 9 講 専門教科「情報」各科目の目標・内容・内容の取扱いの概説②
第 10 講 模擬授業①
第 11 講 模擬授業②
第 12 講 模擬授業③
第 13 講 模擬授業④
第 14 講 模擬授業の再検討①
第 15 講 模擬授業の再検討②

■フィードバックの要領
模擬授業実施回においてフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記①を自分の考察を含めて説明でき，②から④全てを満たす授業の設計ができる。　　　
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記①を自分の考察を含めて説明でき，②から④の 2 つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記①を説明できる。②から④の 1 つ以上を満たす授業の設計ができる。　　
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記①を十分ではないが説明でき，50 分間の授業の設計ができる。　
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。または 50 分間の授業の設計ができない。

■評価方法
期末試験 30%、学習指導案 30％、模擬授業 40%。次の 4 点を中心に評価。① : 専門用語理解、② : 学習指導要領に基づいた学習指導案作成、③ : 十分な教材研究、正確で整理された授業構成、④ : 学習指導案と模擬授業の整合

■留意点
①高等学校で使用している「情報」の教科書を講義の中心に位置付け、レジュメおよび参考資料を配布する。②各自で学習指導案・単元指導案および参考資料（手許資料）を作成して、他の実習
予定者にも配布する。③基本的な知識・態度と授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。④指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け、教員としての適性の有無を観察・評価する。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

情報科教育法 I（Teaching Method on Information Education I）
「社会と情報」「情報の科学」の指導方法研究　
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 春学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教科及び教科の指導法に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

■講義目的
本講義は、高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身に付けることを目的とする。情報にかかわる理念、制度、
知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な指導力や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。
本講義では、新学習指導要領（平成 25 年度入学生から学年進行で実施）の改訂ポイントや主な改善事項について触れ、模擬授業などの実習を通じて情
報科教育の研究を進め、教材研究の方法、学習指導の工夫などの授業創りの実際を体験する。
なお、15 週を通じての講義概要は次の通りである。①講義と研究授業の形式による模擬授業（教壇実習）を行う。②高等学校（情報科）の教員として、
基本的な理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な資質や指導力の習得を図る。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教科教育（情報）について、基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。①情報教育の沿革と現状、在り方を理解する②共通教科「情報」と専門教科「情報」の基本的な理念、目標、内容、
構成を理解する③指導計画を作成し、それを基に模擬授業を通じた実践ができる④他の学生の模擬授業を見て、改善点や修正点などを相互に指摘できる⑤指摘を受け入れて、自らの指導計画や授業などを改善・工夫ができる

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4　表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
「情報科」教員として，学習指導要領に基づいて授業を設計し，授業内容をわかりやすく教える能力を習得する。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、グループディスカッション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
学習指導要領を精読すること。授業内の指示に従って学習指導案を作成すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。　

■授業の概要
第 1 講 情報教育の沿革と現状
第 2 講 高等学校学習指導要領における情報教育の全体像
第 3 講 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説①
第 4 講 「社会と情報」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説②
第 5 講 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説①
第 6 講 「情報の科学」の目標・内容・内容の取扱いの要点解説②
第 7 講 指導計画の作成①
第 8 講 指導計画の作成②
第 9 講 指導計画の作成③
第 10 講 模擬授業①
第 11 講 模擬授業②
第 12 講 模擬授業③
第 13 講 模擬授業④
第 14 講 模擬授業⑤
第 15 講 教育課程の編成

■フィードバックの要領
模擬授業実施回においてフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記①を自分の考察を含めて説明でき，②から④の全てを満たす授業の設計ができる。
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記①を説明できる。②から④の２つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記①を説明できる。②から④の 1 つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記①を十分ではないが説明でき，50 分間の授業の設計ができる。　
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。または 50 分間の授業の設計ができない。

■評価方法
期末試験 30%、学習指導案３０％、模擬授業 40%。次の 4 点により評価。① : 教職の専門用語理解、② : 学習指導要領に基づいた学習指導案作成、③ : 十分な教材研究、正確で整理された授業構成、④学習指導案と模擬授業の整合

■留意点
①高等学校で使用している「情報」の教科書を講義の中心に位置付け、レジュメおよび参考資料を配布する。②各自で学習指導案・単元指導案および参考資料（手許資料）を作成して、他の実習
予定者にも配布する。③基本的な知識・態度と授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。④指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け、教員としての適性の有無を観察・評価する。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

情報科教育法 II（Teaching Method on Information Education II）
「社会と情報」「情報の科学」の指導方法研究
齋藤　S. 裕美
3 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教科及び教科の指導法に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

■講義目的
本講義は、高等学校情報科の教員として多様な高校生に「情報」の本質を指導する基本的な能力を身に付けることを目的とする。情報にかかわる理念、制度、
知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な指導力や教師としての資質の習得を図ることを目的とする。
本講義では、新学習指導要領（平成 25 年度入学生から学年進行で実施）の改訂ポイントや主な改善事項について触れ、模擬授業などの実習を通じて情
報科教育の研究を進め、教材研究の方法、学習指導の工夫などの授業創りの実際を体験する。
なお、15 週を通じての講義概要は次の通りである。①講義と研究授業の形式による模擬授業（教壇実習）を行う。②高等学校（情報科）の教員として、
基本的な理念、制度、知識・技能、指導法等の情報教育の基本的な事項の理解を深めながら、実践的な資質や指導力の習得を図る。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教科教育（情報）について、基本的な知識と授業実践の手法の習得をめざす。①情報教育の沿革と現状、在り方、②共通教科「情報」と専門教科「情報」の基本的な理念、目標、
内容、構成、③指導計画を作成し、それを基に模擬授業を通じた実践、④他の学生の模擬授業を見て、改善点や修正点などを相互に指摘、⑤指摘を受け入れて、自らの指導計画や授業などを改善・工夫　

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4　表現と技能　

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
「情報科」教員として，学習指導要領に基づいて授業を設計し，授業内容をわかりやすく教える能力を習得する。

■授業形態
講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
学習指導要領を精読すること。授業内の指示に従って学習指導案を作成すること。　必要な予習・復習時間は各１.5 時間程度（合計 3 時間程度）である。　

■授業の概要
第 1 講 単元の設定と展開
第 2 講 教材教具①
第 3 講 教材教具②
第 4 講 指導計画の作成①　
第 5 講 指導計画の作成②
第 6 講 学習評価①
第 7 講 学習評価②　
第 8 講 専門教科「情報」各科目の目標・内容・内容の取扱いの概説①
第 9 講 専門教科「情報」各科目の目標・内容・内容の取扱いの概説②
第 10 講 模擬授業①
第 11 講 模擬授業②
第 12 講 模擬授業③
第 13 講 模擬授業④
第 14 講 模擬授業の再検討①
第 15 講 模擬授業の再検討②

■フィードバックの要領
模擬授業実施回においてフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：下記①を自分の考察を含めて説明でき，②から④全てを満たす授業の設計ができる。　　　
評価 A（89 ～ 80 点） ：下記①を自分の考察を含めて説明でき，②から④の 2 つ以上を満たす授業の設計ができる。
評価 B（79 ～ 70 点） ：下記①を説明できる。②から④の 1 つ以上を満たす授業の設計ができる。　　
評価 C（69 ～ 60 点） ：下記①を十分ではないが説明でき，50 分間の授業の設計ができる。　
評価 F（59 点以下） ：講義内容について著しく理解が不足している。または 50 分間の授業の設計ができない。

■評価方法
期末試験 30%、学習指導案 30％、模擬授業 40%。次の 4 点を中心に評価。① : 専門用語理解、② : 学習指導要領に基づいた学習指導案作成、③ : 十分な教材研究、正確で整理された授業構成、④ : 学習指導案と模擬授業の整合

■留意点
①高等学校で使用している「情報」の教科書を講義の中心に位置付け、レジュメおよび参考資料を配布する。②各自で学習指導案・単元指導案および参考資料（手許資料）を作成して、他の実習
予定者にも配布する。③基本的な知識・態度と授業実践の手法の十分な習得が欠かせない。④指定した課題についての発表・模擬授業の機会を設け、教員としての適性の有無を観察・評価する。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育原理（Educational Principle）
幅広い「教育」という事象を科学する
杉森　知也
3 年生以上（2017 年度以前入学生用）   

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

■講義目的
人間の成長をより望ましい形に方向づけようとする「教育」は、幅広い諸科学と連携しながら理論化・体系化されている。
こうして形成されてきた教育学の理論を概観し、教育を科学的にとらえる「眼」を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教育という現象を科学的にとらえるための知識と技術を身につける。　（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
■授業形態

講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
指定教科書の該当箇所を事前に読み、疑問点と自分なりの考察（意見）をもって授業に参加すること。不明な用語につい
ては web、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 教育を科学する －教育とは何か－
第 2 講 教育にとって家族の果たす役割
第 3 講 教育環境としての地域社会
第 4 講 近代社会の成立と学校
第 5 講 公教育制度の展開とゆらぎ
第 6 講 学校の組織と文化
第 7 講 教育内容と教育方法
第 8 講 生徒指導と道徳教育
第 9 講 転換期における教育
第 10 講 子どもの育ちと生成としての教育
第 11 講 教育の構造と機能
第 12 講 教育の文化的基礎
第 13 講 教育学の系譜（１） －社会現象としての教育－
第 14 講 教育学の系譜（２） －現代教育学の流れ－
第 15 講 学習社会の成立と生涯学習

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
事前学習の取り組み 50%（提出したメモの内容）、授業での積極的な参加姿勢 50％を総合的に評価する。　

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。 講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。 
なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育実習（Practice Teaching）
学校教育現場実習
大森　拓哉
4 年生以上 春・秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育実践に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）を含む。）

■講義目的
本講義は、教育実習の前後に行う指導である。事前に、教育実習の意義、実習上の留意事項、授業の見方、授業の実施方法、実習校とのかかわり
方などについて講義するとともに、模擬実習を組み込んで 2 週間～ 3 週間の教育実習の指導・助言を図る。
実習後には、実習体験の整理の方法などについてふれる。その際に、教育実習が単に教える技術を学ぶ場だけではなく、主体的に行動し人間関係
を創ってゆく総合的な体験の機会であったことを思い起こし、この体験を通じて得た自信を今後の社会人としての生活に生かせるように総括する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教育実習について、講義技法と教育者としての態度を身に付け、基本的な知識の修得をめざす。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP3 関心と意欲

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育実習を通して、指導の方法、クラスマネジメント、およびこれまでの教職授業で得た知識を実践の場で生かすことを
試みる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
実習にあたっての事前準備として、学習指導案作成、教材研究等を行うので、関連書籍の熟読を必要とする（10 時間）。
授業時に提示するプレゼンテーション課題（模擬授業）についても万全な準備をする（10 時間）。

■授業の概要
第 1 講 事前学習 1
第 2 講 事前学習 2
第 3 講 事前学習 3
第 4 講 事前学習 4
第 5 講 事前学習 5
第 6 講 事前学習 6
第 7 講 教育現場実習
第 8 講 教育現場実習
第 9 講 教育現場実習
第 10 講 教育現場実習
第 11 講 教育現場実習
第 12 講 教育現場実習
第 13 講 教育現場実習
第 14 講 事後学習 1
第 15 講 事後学習 2

■フィードバックの要領
事後指導および事後報告会を行い、詳細な検討・分析を行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：講義内容を完全に理解できている
評価 A（89 ～ 80 点） ：実習に行く準備・実習後のまとめがきちんとできている
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容が理解できている
評価 C（69 ～ 60 点） ：最低限の理解ができている
評価 F（59 点以下） ：講義科目の履修目標に達していない

■評価方法
全講義・全実習・全提出物を完了すること。

■留意点
①本講義は教育実習及び教員免許法で定められているその前後の 1 単位分の事前・事後指導を行う。②事前授業は教育実習前（事前）
の指導に必要な準備をする。また教育実習後（事後）に、主体的に行動し人間関係を創ってゆく総合的な体験を思い起こし、この体
験を通じて得た自信を今後の社会人としての生活に生かせるように総括する。③本講義は集中授業であるため実施日は別途連絡する。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育原理（Educational Principle）
幅広い「教育」という事象を科学する
杉森　知也
3 年生以上（2017 年度以前入学生用）   

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育の基礎的理解に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

■講義目的
人間の成長をより望ましい形に方向づけようとする「教育」は、幅広い諸科学と連携しながら理論化・体系化されている。
こうして形成されてきた教育学の理論を概観し、教育を科学的にとらえる「眼」を養う。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
教育という現象を科学的にとらえるための知識と技術を身につける。　（※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
■授業形態

講義、グループディスカッション、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
指定教科書の該当箇所を事前に読み、疑問点と自分なりの考察（意見）をもって授業に参加すること。不明な用語につい
ては web、図書館の教育学辞典等で調べてくること。事前学修に 180 分、事後学修に 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 教育を科学する －教育とは何か－
第 2 講 教育にとって家族の果たす役割
第 3 講 教育環境としての地域社会
第 4 講 近代社会の成立と学校
第 5 講 公教育制度の展開とゆらぎ
第 6 講 学校の組織と文化
第 7 講 教育内容と教育方法
第 8 講 生徒指導と道徳教育
第 9 講 転換期における教育
第 10 講 子どもの育ちと生成としての教育
第 11 講 教育の構造と機能
第 12 講 教育の文化的基礎
第 13 講 教育学の系譜（１） －社会現象としての教育－
第 14 講 教育学の系譜（２） －現代教育学の流れ－
第 15 講 学習社会の成立と生涯学習

■フィードバックの要領
次回の授業またはメールにて授業内容・コメントシート等へのフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：欠席が多い、講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
事前学習の取り組み 50%（提出したメモの内容）、授業での積極的な参加姿勢 50％を総合的に評価する。　

■留意点
本講義は、受講生の主体的な働きかけで進めていくので、自主的・積極的に発言することなしには進まない。 講義部分
はできる限り少なくし、学生の質問や意見交換を主な活動としたいので、事前学習が必須であることを自覚してほしい。 
なお、状況によって、講義内容や扱う回の入れ替えをおこなう場合がある。

科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教育実習（Practice Teaching）
学校教育現場実習
大森　拓哉
4 年生以上 春・秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育実践に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教育実習（学校インターンシップ（学校体験活動）を含む。）

■講義目的
本講義は、教育実習の前後に行う指導である。事前に、教育実習の意義、実習上の留意事項、授業の見方、授業の実施方法、実習校とのかかわり
方などについて講義するとともに、模擬実習を組み込んで 2 週間～ 3 週間の教育実習の指導・助言を図る。
実習後には、実習体験の整理の方法などについてふれる。その際に、教育実習が単に教える技術を学ぶ場だけではなく、主体的に行動し人間関係
を創ってゆく総合的な体験の機会であったことを思い起こし、この体験を通じて得た自信を今後の社会人としての生活に生かせるように総括する。

■講義分類
顧客理解、ビジネスマネジメント、社会人力育成

■到達目標
教職に就く者として求められる教育実習について、講義技法と教育者としての態度を身に付け、基本的な知識の修得をめざす。

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP3 関心と意欲

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育実習を通して、指導の方法、クラスマネジメント、およびこれまでの教職授業で得た知識を実践の場で生かすことを
試みる。

■授業形態
講義、プレゼンテーション、フィールドワーク

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
実習にあたっての事前準備として、学習指導案作成、教材研究等を行うので、関連書籍の熟読を必要とする（10 時間）。
授業時に提示するプレゼンテーション課題（模擬授業）についても万全な準備をする（10 時間）。

■授業の概要
第 1 講 事前学習 1
第 2 講 事前学習 2
第 3 講 事前学習 3
第 4 講 事前学習 4
第 5 講 事前学習 5
第 6 講 事前学習 6
第 7 講 教育現場実習
第 8 講 教育現場実習
第 9 講 教育現場実習
第 10 講 教育現場実習
第 11 講 教育現場実習
第 12 講 教育現場実習
第 13 講 教育現場実習
第 14 講 事後学習 1
第 15 講 事後学習 2

■フィードバックの要領
事後指導および事後報告会を行い、詳細な検討・分析を行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：講義内容を完全に理解できている
評価 A（89 ～ 80 点） ：実習に行く準備・実習後のまとめがきちんとできている
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義内容が理解できている
評価 C（69 ～ 60 点） ：最低限の理解ができている
評価 F（59 点以下） ：講義科目の履修目標に達していない

■評価方法
全講義・全実習・全提出物を完了すること。

■留意点
①本講義は教育実習及び教員免許法で定められているその前後の 1 単位分の事前・事後指導を行う。②事前授業は教育実習前（事前）
の指導に必要な準備をする。また教育実習後（事後）に、主体的に行動し人間関係を創ってゆく総合的な体験を思い起こし、この体
験を通じて得た自信を今後の社会人としての生活に生かせるように総括する。③本講義は集中授業であるため実施日は別途連絡する。
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科 目 名

サブタイトル
担当教員
対象学年 区分

教職実践演習（Teacher Training Practice）
学生生活と教育実習を振り返り、自己の教職観を再確認する
峯岸　久枝
4 年生以上 秋学期  

■教育職員免許法施行規則における科目区分
教育実践に関する科目

■教育職員免許法施行規則における各科目に含まれることが必要な事項
教職実践演習

■講義目的
学生生活（特に、教職に関すること）と教育実習の体験を丹念に省察し、その過程で自己の強み・弱みを自覚する。また、
この振り返りを通して、自己の教職観を見直し、修正する。

■講義分類
社会人力育成

■到達目標
1. 学生時代の振り返りを通して、今後の自己成長に必要なことを見出す。 2. 個人ワークやグループディスカッションを
通して、教育実習等の経験の振り返りをおこない、それぞれの経験を共有化する。 3. これらの活動を通して、自己の教
職観を再確認・修正する。 （※取得可能な資格 : 高等学校情報科教諭免許）

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】① 最も身につけられる事項
DP4 表現と技能

■【ディプロマ・ポリシーとの対応】② その詳細
教育実習で学んだことや考えたことについて、自分の意思をわかりやすく伝えることができる。また、自分の意見を発信
する力や他者の発言を聴き入れる傾聴力を身につける。

■授業形態
グループディスカッション、ディベート、プレゼンテーション

■準備学習の時間（予習・復習等 1.5 時間以上）及び具体的な内容
教育実習の記録を詳細にとっておくことに加え、主に教職課程で得られたことを、教職履修カルテや実習日誌等をもとに
整理しておく。事前学習にはおよそ 180 分、事後学習には 90 分を要する。

■授業の概要
第 1 講 ガイダンス : 本講の目的と概要
第 2 講 学生時代を振り返る① : 授業の振り返り
第 3 講 学生時代を振り返る② : 正課外の経験を振り返る
第 4 講 教育実習を振り返る① : 特別活動
第 5 講 教育実習を振り返る② : 総合的な学習の時間
第 6 講 教育実習を振り返る③ : 情報科の授業内容の省察
第 7 講 教育実習を振り返る④ : 情報科の授業での生徒の反応を振り返る
第 8 講 教育実習を振り返る⑤ : 研究授業の指導案を書き直す
第 9 講 教育実習を振り返る⑥ : 研究授業をおこなう（1）
第 10 講 教育実習を振り返る⑦ : 研究授業をおこなう（2）　
第 11 講 教育実習を振り返る⑧ : 研究授業をおこなう（3）　
第 12 講 教育実習を振り返る⑨ : 教員との関係・校務　
第 13 講 教育実習を振り返る⑩ : 生徒との関係づくり
第 14 講 教育実習を振り返る⑪ : プレゼンテーションの準備
第 15 講 教育実習を振り返る⑫ : プレゼンテーション

■フィードバックの要領
レポートに対し、一人ひとりコメントを記入し、個人に対してフィードバックを行う。

■評価基準
評価 A+（90 点以上） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を十分に発揮している
評価 A（89 ～ 80 点） ：教員たるにふさわしい態度、参加意欲等を発揮している
評価 B（79 ～ 70 点） ：講義に参加しているが、積極的な姿勢が十分ではない
評価 C（69 ～ 60 点） ：講義に参加しているが、理解度が十分ではなく、また提出物の提出についても遅滞が多い
評価 F（59 点以下） ：講義が理解できない、他者と協力できないなど、いずれか一つ以上に該当

■評価方法
授業時の積極的な姿勢（特に、ワークやディスカッション）50%、事前学習で課した内容についての提出物の完成度 50% で総合的に評価する。

■留意点
本講義は、原則として宿泊合宿の形で実施する。 必要な資料を作成・持参して授業の臨むこと。この授業でさまざまな
資料を駆使して振り返る作業をおこなうことを想定して、実習中に出来事を記載したメモなどを紛失しないようデータの
保持につとめること。なお、履修人数等によっては、シラバスの内容を変更することもある。
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